






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
共通部分式の削除（共通部分式除去）は、同一ブロック等で重複して現れる不変の式を1
回だけ計算し、その結果を再利用することで実行効率を高めるコンパイラのコード最適化
手法である。

●問題Ⅲ-2
正解は④
プログラムでは接続のある隣接ノード（c==1）かつ未訪問のノード（i not in r）を探索
対象として再帰呼び出しを行うため、条件式【ア】は(c==1) and (i not in r)となる。

●問題Ⅲ-3
正解は③
マージソートは分割統治法に基づくアルゴリズムであり、入力データの整列状態に左右さ
れず、最良・平均・最悪のいずれの場合でも計算量は常にO(n log n)となる。

●問題Ⅲ-4
正解は④
ダイクストラ法によりS(0)から順に探索すると、B(5)、D(7)、A(8)、C(9)の順で最短コス
トが確定する。確定するノードの順序はS→B→D→A→Cとなる。

●問題Ⅲ-5
正解は②
排他的論理和（XOR）は、aとbの一方のみが真のときに真となる演算である。論理積と否
定の組み合わせとしてOR(AND(a, NOT(b)), AND(NOT(a), b))で正しく表される。

●問題Ⅲ-6
正解は②
演奏指示情報のみを記録するMIDIが最も小さく、次いで非可逆音声圧縮のMP3、非圧縮の
波形データをそのまま記録するWAVの順にデータ量が大きくなる。

●問題Ⅲ-7
正解は②
proc_1はS1で待ち加算後にS2をシグナルし、proc_2はS2で待ち表示後にS1をシグナルす
る。順序はwait(S1)、signal(S2)、wait(S2)、signal(S1)となる。

●問題Ⅲ-8
正解は④
適合率は40/(40+20)=2/3、再現率は40/(40+30)=4/7である。両者の調和平均として計算さ
れるF値は2×(2/3)×(4/7)/((2/3)+(4/7))＝8/11となる。

●問題Ⅲ-9
正解は④
ANSI SQLで定義されているトランザクション分離レベルは、Read Uncommitted、Read 
Committed、Repeatable Read、Serializableの4段階である。ダーティリードは現象名で
ある。

●問題Ⅲ-10
正解は④
仮想記憶は物理メモリの抽象化やアドレス空間の分離を提供する機構であり、入出力デバ
イスの多重制御や同時アクセスを直接制御する仕組みではない。

●問題Ⅲ-11
正解は②
ド・モルガンの定理を適用すると、否定論理積全体の否定は各変数の二重否定の論理和と
なる。したがってf = A + B + C + Dへと等価変換される。



●問題Ⅲ-12
正解は①
エントロピーH = -(0.2 log2 0.2 + 0.5 log2 0.5 + 0.3 log2 0.3)を計算すると、与え
られた対数値より約1.486ビットと算出される。

●問題Ⅲ-13
正解は④
非機能要件における可用性（アベイラビリティ）はシステムが継続して稼働できる能力で
あり、ハードウェアの冗長化やディザスタリカバリ用バックアップセンターの設置により
向上する。

●問題Ⅲ-14
正解は①
JIS X 0014において、信頼性（reliability）は「機能単位が、要求された機能を、与え
られた条件のもとで与えられた期間実行できる能力」と定義されている。

●問題Ⅲ-15
正解は②
繰り返し項目を排除して第1正規形とした後、主キーの一部に従属する社員氏名を分離
し、さらに推移従属する資格名を別テーブルに独立させることで第3正規形となる。

●問題Ⅲ-16
正解は④
オープンデータは国や地方自治体が公開するものに限定されず、民間企業や独立行政法
人、学術機関などが二次利用可能な規約で広く公開するデータも含まれる。

●問題Ⅲ-17
正解は③
著作権法において、著作権者には二次的著作物を創作することを許諾・禁止できる「翻案
権」が専属しており、翻案権がないとする記述は法的に誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は②
複数感覚を用いる(a)は(i)、脳と直結する(b)は(ii)、移動感覚を与える(c)は(iv)、環境
に溶け込む(d)は(iii)、現実物を入出力とする(e)は(v)に対応する。

●問題Ⅲ-19
正解は④
ソフトウェア保守開発における案件工程管理プロセスでは、受付済みの保守案件や作業
中、完了した全案件の進捗状況を個別および全体で統括的に管理する。

●問題Ⅲ-20
正解は④
BRMS（ビジネスルール管理システム）は、業務ルールをプログラムから分離して外部化・
管理するシステムとして1990年代から2000年代にかけて発展したものであり、記述は不適
切である。

●問題Ⅲ-21
正解は④
公式発表の正答は④である。設計工程で摘出した欠陥数15件と、後工程（コーディング・
テスト）で発見された設計起因の欠陥数に基づき算出される。

●問題Ⅲ-22
正解は③
作業経路の所要日数は、A-Eが10日、B-D-Gが11日、C-D-Gが10日となり、最短日数は11日
である。クリティカルパス上の作業Dが2日遅延すると全体も13日となり変化が生じる。



●問題Ⅲ-23
正解は⑤
システムが限界状態にあるときの振る舞いを検証するテストには、メモリ枯渇状態を再現
する記憶領域テスト、過大負荷をかけるストレステスト、大量データを扱う大容量テスト
が該当する。

●問題Ⅲ-24
正解は⑤
マイクロサービスアーキテクチャは分散管理や運用が複雑になるため、仕様が固まってい
ない初期の新規開発（ゼロベース開発）には不向きとされ、モノリスからの段階的移行が
推奨される。

●問題Ⅲ-25
正解は②
プロジェクト憲章は立ち上げ時に作成される基本文書であり、目的やマネージャの権限等
を定める。詳細な作業分解図であるWBSは計画プロセス群で作成されるため含まれない。

●問題Ⅲ-26
正解は①
繰り返し型（反復型）開発プロセスでは、システム全体を小さな単位に分割し、要件定義
から実装・テストまでのサイクルをイテレーティブまたはインクリメンタルに反復して完
成度を高める。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
自前の無線基地局等の通信設備を持たず、NTTドコモ等の大手通信事業者（MNO）から通信
回線を借り受けてサービスを提供する電気通信事業者はMVNOと呼ばれる。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
DDoS攻撃は、マルウェア等に感染した多数の外部端末から標的サーバへ大量の正規要求や
パケットを集中送信して帯域や資源を枯渇させるため、機器に脆弱性がなくても被害が生
じる。

●問題Ⅲ-29
正解は②
レイヤ2スイッチは宛先MACアドレスのポートにのみデータを転送するため、サーバポート
の通信パケットを解析装置へ複製して送信するポートミラーリング設定が必要となる。

●問題Ⅲ-30
正解は③
CSRF（クロスサイトリクエストフォージェリ）攻撃の根本的な対策は、正規の画面遷移を
経て送信されたリクエストであることを検証するため、推測困難なワンタイムトークンを
利用することである。

●問題Ⅲ-31
正解は②
ユニキャスト通信では、送信側端末自身の固有MACアドレスを送信元アドレスに設定し、
通信相手となる端末のMACアドレスを宛先アドレスとしてフレームを生成・送信する。

●問題Ⅲ-32
正解は②
IPv6のアドレス長は可変長ではなく、128ビットの固定長である。IPv4の32ビットから大
幅に拡張され、事実上無制限に近い膨大なアドレス空間が確保されている。

●問題Ⅲ-33
正解は④
公開鍵暗号による秘匿通信では、送信者はメッセージの受信者が公開している「受信者の



公開鍵」を用いて暗号化を行う。送信者自身の公開鍵で暗号化する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は④
TCP/IP階層モデルにおいてトランスポート層（第4層）に位置する代表的なプロトコル
は、コネクションレス型のUDPおよびコネクション型のTCPである。

●問題Ⅲ-35
正解は④
利用者の端末をロックしたり保存ファイルを勝手に暗号化してアクセス不能にし、復旧と
引き換えに金銭や身代金を要求する悪意のあるプログラムをランサムウェアと呼ぶ。


